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肝臓病学、とくに代謝機能障害関連脂肪

性肝疾患（MASLD）の病態・診断・治療、

肝線維化・肝がんの早期診断と予防など

研 究 分 野

プロフィール 横浜市立大学医学部卒業。国内外の研

究者と連携して肝臓病の研究を進め、日

本のMASLD診療ガイドラインの作成にも

携わっています。

かつて肝臓病の中心であったB型・C型肝炎は、治療の進歩により大き

く変わりました。現在増えている代謝機能障害関連脂肪性肝疾患をわ

かりやすく解説します。

医学は、病気の原因を考え、患者さんの未来を変えていく学問です。身近な疑問を大切にしながら、医療と研究の奥深さ

に触れてみてください。
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本邦の肝硬変の背景肝疾患の推移

Hepatol Res. 2024 Apr 18. doi: 10.1111/hepr.14047.
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